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イトスカートの歩行時における形状変形

京学芸大教育　鳴海多恵子

被　服　143

【目的】　　近年流行したタイトス* ートはゆとり量の少ないスリムスカ-トであるため

スリットが設けられていても、着用中のつれじわやスリットの明止まりの破損。変形.し

わ等の表出が観察された。シルエットを重視した衣服選択によるゆとり量の動作不適合が

原因である･が。後面に発生するこれらの現象は着用者には認敵しがたく. 外観の印象を損

なう結果となっている。本研究ではタイトスカートの動作による布およびスリット明きの

変形を量的にとらえ、スカートの形状変化と裾のゆとり量との関係について検討した。

［方法］　　実験に用いたスカートは. 丈は脛骨点までとし、スリット明止まりは裾から

lOc・上とし. 裾帳を腰部寸法（腰囲＋6 cm）と同寸、腰部寸法－４ c m、腰部寸法－６ CIDで

ある３種とした。測定は普通歩行におけるスカート後面の変形様相をビデオ撮影し。両足

が揃った位置から開脚し最大歩幅になるまでの、スリット明止まりを中心として発生する

しわの長さ、角度。スリット明きを測定した。また。同型の･編布のスカートの着用実験に

より、最大歩幅時の布の変形量も測定した。

[ 結果］　　歩行時の後面の形状変化はスリットの開放とスリット明止まりを中心として

発生する放射状のしわである。裾幅が少となるほどスリット開放量は大となり。しわの長

さは長く、しかも後中心線となす角度は大になるため、しわの印象は顕著になる。また、

布の変形量はスリット明止まりより上方で、裾のゆとり量の影響が大であり、明止まりか

ら前方に出した脚側にかけては応力集中がみられ、特に布の変形が大である事が確認でき

た。
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５月28日（日）第４会場　午後1:00～5:00

　パソコンによるスカートのパターンデザイ’ンと自動作成システムの開.発

　（第1報）対話方式による基本デザインバターンの作成

福山市立女子短大　○増田智恵　　広島県立東部工業技術センター　古川　昇

［目的］パソコンを婦人服パターンの設計に導入してきたが，本研究ではスカートパター
ン作成の省力化を図るだけでなく，ユーザーが希望したスカートを，パターンの上でパソ
コンとの対話方式でデザインしながら作成するシステムを開発しようとした。すなわち，

パターンナーなどの専門化が（人間）デザインをパターンに組み込む知識や手順を分析し，
未経験者でもデザインを考えるもしくは選ぶ過程を踏まえながら自動的にパターン作成を
導けるようにして, A I的システムに近づけようと考えている。本報では，基本的なスタ

イルとして，タイトtﾐﾀｲﾄ,≪"トンを含む）,ギャザー（ﾀｯｸを含tr），フレアー（ｺﾞｱｰﾄﾞを含
む）,プリーツスカートを取り上げ，パターンのデザインと作成を試みたので報告する。
［方法］パソコンの機器構成は, NEC PC9800シリーズ,デジタイザ（GRAPHTEC KD4030A）,
プロッタ（GRAPHTEC GPllOl）,イメージスキャナ(NEC PC-IN502）である。パターンのデザイ

［結果］スカ-トパターン作成の知識や手Hiの構造化を図り，デザインからパターン作成
までの一連作業を，パソコンとの対話方式で可能とした。スタイル選択やデザイン要素入
力時などには絵表示を行い，初心者でもパソコンとの対話が容易にできるように支援した
。さらにスタイルの増加や縫製用パターンへの発展とともに，色，素材などの知識データ
ベースを加えていく必要がある。


